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On the Adult, Alevin and Fry of the Lacustrine 
     Char, Salvelinus miyabei Oshima 

 SEIRO KIMURA 
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ミヤベ イワナSalvelinusmiアabeiOshimaは,大

島(1938)に よ り北 海 道 の然 別湖 か ら新 種 として 報告

され,全 長25cm前 後 に な る小 型の 淡 水魚 で,体 側

に 美 し い紅 色 の斑 点 を もつ.こ の魚 は然 別 湖以 外 で は

知 られ て いな いが,北 海 道 に広 く分 布す る河川 性 オ シ

ョ ロコ マS.malma(Walbaum)に よ く似 た 形 態 を

して い る.そ して,秋 か ら冬 にか けて 産卵 し(北 海道

水 産試 験 場,1933;犬 飼 ・佐 藤,1943),稚 魚 は1年

間 を 河 川で 過 ご した後,湖 に降 つ て成 長す る とい わ れ

る(久 保,1967).

筆者は淡水性サ ケ,マ ス類の生活史に関す る研究 の

一環 として,昭 和34年 秋にこの魚の 採集 と人工授精

を行 い,稚 魚期にな るまで飼育 したので,成 魚 と仔 ・

稚魚 の形態につ いて報告す る.

1.成 魚 の 形 態

然 別湖に注 ぐヤンベ ツ川 で,昭 和34年10月30目

に筆者が釣つた ミヤベ イワナの成魚をFig.1に,ま

たその計測結果をTable1に 示す.

雌 の成魚をみ ると,体 は延長やや側扁 し,頭 は小 さ

Fig. 1. Lacustrine char, Salvelinus miyabei Oshima, caught in Yanbetsu 
River which flows into Lake Shikaribetsu in Hokkaido on October 30, 
1959. A, mature female, 211 mm in total length ; B, mature male, 233 
mm.



Table 1. Measurements and counts of lacustrine char, Salvelinus miyabei Oshima, caught

In mm 
 Total length 

 Standard length 
 Body depth 

 Head  length. 
 Snout length 
 Length of upper jaw 

 Eye diameter 
 Interorbital space 

 Depth of caudal peduncle 

In percentage of standard length 
 Body depth 

 Head length 
 Snout length 
 Length of upper jaw 

 Eye diameter 
 Interorbital space 

 Depth of caudal peduncle 

In number 
 Dorsal fin rays 

 Anal fin rays 
 Pored scales on lateral. line 

 Scales, one row above lateral line 
 Gill rakers on first arch 

 Branchiostegal rays (left-right) 
 Pyloric caeca 

 Vertebrae 

Body weight in grams 
Sexuality

く吻端は丸味を帯び る.口 は大 きく少 し斜めで,上 顎

骨の末端は眼の後縁下 を僅かに越 える.鋤 骨 と口蓋骨

の隆起部 の配列はM字 型で,そ れ らの先端は互いに密

着す る.舌 骨 と基鰓骨 に小歯が み られ る.背 鰭 は体の

ほぼ中央にあ り,尾 鰭 はほとんど叉入 しない.鱗 は楕

円形で小 さい.有 孔鱗数は縦列鱗数に比べて少な く,

側線は体側の中央を直走す る.

生時の雌 は,背 部 から体側にかけて濃いブロンズ色

で,腹 部は赤みがかつた 白色で ある.背 部に は淡 黄褐

色の斑点が,ま た体側 中央部にはその周囲が淡い紫色

にに じんだ淡紅色の斑点が多数散在す る.各 鰭 はいず

れ もブ ロンズ色で,背 鰭 と胸鰭がやや淡 く,腹 鰭 と唇

鰭の前 縁は 乳 白色を呈 す るが,胸 鰭の 前縁 と尾鰭の

上,下 縁はやや赤い.

二次性徴 を,ヤ ンベツ川の天然産卵場で採捕 された

ミヤベイ ワナの雌雄約30尾 につ いて 調べてみた.雄

は雌に比べ て吻がやや とが り,頭 長,上 顎長お よび吻

長は,い ずれ も雌よ り大 きく(Fig.2),体 もやや側

扁 してい る.ま た,雄 の下顎の先端 は吻よ り前に伸び

て受 け口 とな り(Fig.1),い わ ゆる`kype'を 形成

し,そ の先端に は歯が認 められない.雄 の色彩 は背部

が雌 よ りも濃 くな り,腹 部 は美 しい紅色 を呈し,体 側

Fig. 2. Differences between both sexes 
of  S. miyabei found in length of head, 
upper jaw and snout.



in Yanbetsu River flowing into Lake Shikaribetsu (Hokkaid‚Ì on October 30, 1959.

の紅色斑点 も濃 くな る。

ミヤベイワナの体色 とすみ場か ら,久 保(1967)は

沖合群 と根付群 とに別 け,根 付群は雌 も胸鰭前縁が 白

く産卵期 も遅 いと述べてい る.し たがっ て,今 回の標

仁は沖合群の 可能性が大 きい.

ミヤベイワナは大島(1938)が 新種 として記載 した

後 も,オ シ ョロコマ と同種 とす る考 えが多 く(羽 田 ・

富田,1949;青 柳,1957;稲 村 ・中村,1962),久 保

(1967)も オ シ ョ ロ コマの 降 海型 が 湖 沼 にす み つ い た

と して い る.一 方,Yoshiyasu(1973)は,こ の 魚 の

ヘモ グ ロビ ン電 気 泳動 像 が オ シ ョロ コマ と違 うと述べ

て い る.

筆 者 は北 海 道 北見 地 方 の 上支 湧別用 と根 室 地 方 の薫

別用で採 集 した オ シ ョロ コマ と,今 回 の ミヤベ イ ワナ

Table 2. Comparison of meristic counts of S. miyabei from Lake Shikaribetsu and fluvial 

dwarf form of S. malma from Kamishiyubetsu River (Yubetsu River system, Kitami) and 

Kunbetsu River (Nemur‚Ì. Mean value and standard deviation are in perentheses.



との形 態 比 較 を試 み た.両 者 は体 形 が互 いに よ く似 て

お り,い ず れ も体側 に 美 しい紅 色斑 点 を有 す る.大 島

(1938)は 相違 を 鱗 の形 態 に認 め た が,青 柳(1957)

も述 べ て い るよ うに,鱗 に は変 異 が 著 し く,こ れ に よ

る両 者 の 区 別 は難 しか つ た.次 に,両 者 の縦 列 鱗,自'

孔 鱗,鰓耙,幽 門垂 お よ び 脊椎 骨 を数 え て,そ の 結果

をTable2に 示す.こ れ をみ て も,大 島(1938)に

よ る縦 列 鱗 数 の 差 異 はみ られ な か つ た.さ らに 有孔

鱗,幽 門 垂 と脊椎 骨 の 数 に も差 が ほ とん どな か っ た.

しか し,ミ ヤベ イ ワナ の鰓耙 数 は23～28,オ シ ョ ロ

コマは16～23で,ミ ヤベ イ ワナの 方 が 多 かつ た.オ シ

ョロ コマ は石 田(1942)に よれ ば,樺 太 産 で20～22,

稲 村 ・中村(1962)の 羅白 川産17～22,石 城(1967)

の伊 茶 仁 川 産18～23,前 川(1973)の シ ョー ジ川(知

床 半島)産 の19～21で あ り,今 回 の ミヤベ イ ワナ の

鰓耙数 が や は り多 い.さ らに,Berg(1962)に よ るア

ジ ア産 お よ びMcPhail(1961)に よ る 北 米 産 オ シ ョ

ロコマ の鰓耙 数 よ り も,ミ ヤベ イ ワナ の方 が 少 し多

い.ま た,大 島(1938,1961)に よ る ミヤベ イ ワナ の

鰓耙数 は21～26で オ シ ョロ コマ よ り も多 い 傾 向 を示

して い る.な お,Behnke(1972)に よれ ば,シ ベ リ

ア と北 米 西 部 で は,ミ ヤ ベ イ ワナ の よ うに 隔 離 され た

イ ワ ナ は,鰓耙 が 多 い と いわ れ て い る.

その他,河 川 型 オ シ ョロ コマ の雄 魚 で は,産 卵 期 に

下 顎 が 少 しkype状 をな す が,ミ ヤベ イ ワナ の よ うな

受 け 口に は な らな い.

この よ うに,ミ ヤベ イ ワ ナ と河川 性 オ シ ョ ロ コマ

は,形 態 的 に極 め て よ く類 似 す るが,鰭耙 数 と雄 の 二

次 性 徴 に 多少 の 差 異が 認 め られ た.

II.仔 ・稚 魚 の 形 態

ヤ ンベ ツ川 の 産 卵場 で 採 捕 した ミヤベ イ ワナに よつ

て,10月30日 に 人 工授 精 を行 つ た,翌 日,受 精 卵 を

北 海 道 さけ ます ふ 化場 根 室 支 場薫 別 事 業 場 に運 ん で 飼

育 した.飼 育 期 間 は翌 年4月中旬 に お よ び,飼 育 用 水

の 月 別平 均 水 温 は11月 か ら1月 ま で は6.5～3.6℃,

2月 か ら4月 は4.3～7.10Cで あつ た.

卵 は球 形 で 淡 黄 色 を呈 し,卵 膜 は厚 くて ほ とん ど不

透 明 で あつ た.卵 径 は5.1～5.6mm,平 均5.4mm

(ホ ル マ リン標 本).こ れ らの卵 は 翌年1月20日 か ら

28日 に か けて孵化 した.孵化 鵬 始 時 の 積 算 水 温 は 約

410℃ で,犬 飼 ・佐 藤(1943)の 記 述 か ら求 め た 値

540℃ よ りも少 な かつ た.仔 魚 は卵 黄 を 吸収 し終 るま

で 飼 育 し,そ の 間標 本 を と り5%ホ ル マ リン 固 定後

70%エ タ ノー ル に保 存 し,こ れ に よつ て以 下 の 計測 と

記 載 を行 つ た.

孵化仔 魚(全 長15.1㎜,Fig.3A)孵化 醸 鮒

魚5尾 に よ る と,全 長15.0～16,3mm,体 長13.7～

15.0mm,卵 黄 嚢 を 除 いた 体 高1.1～1.5mm,頭 長

2.4～2.7mm,吻 長0.2～0.3mm,眼 径0.9～1.1

mm.

孵化仔魚 の外 観 は,他 の サ ケ科 の もの に似 て,大 き

な卵 黄 嚢 を もっ.体 は 細 長 く側 扁 して,頭 は小 さい.

眼 は大 き くて虹 彩 は黒 い.1コ も大 き く両 顎 に は 小 歯が

み られ る.筋 肉 節数 は35÷26=61.各 鰭 は膜 鰭 か ら

分 化 し始 め,垂 直 鰭 に は いず れ も鰭 条 の原 基 が生 じ,

背 鰭 は体 のほ ぼ 中央 に位 置す る.胸 鰭 は まだ膜 質 円盤

状 で,腹 鰭 の原 基 は 卵 黄嚢 の 後 端 に接 す る.小 さな黒

色素 胞 は,卵 黄嚢 を除 く体 の 全 面 に分 布 す る.頭 部背

面 と尾 部 はや や 黒 い.生 時 に は卵 黄嚢 の 表 面 に小 油 球

が 多 数 分布 す るが,大 きな 油 球 は み られ な かっ た.

仔 魚(全 長19.6㎜,Fig.3B)孵化 後49日 目の 仔

魚5尾 に よ る と,全 長19.4～20.8mm,体 長17.0～

18・4mm,卵 黄 嚢 を除 いた体 高2。1～2.4mm,頭 長

3.4～4.7mm,吻 長0.5～0.6mm,眼 径1.2～1.4

mm,背 鰭 条数10～12,臀鰭 条数10～12,

卵黄 はか な り吸収 され,背 鰭 と臀鰭 は膜 鰭 か ら分 離

し,鰭 条 数 も定 数 に達 す る.対 鰭 の 鰭 条 は ま だ よ く発

達 しな い.体 側 の黒 色素 胞 はや や 大 き く,ま ば らに分

布 して お り,ほ ぼ10個 の パ ー マ ー クが 出現 す る.背

鰭 よ り後 方 の背 面 に も小 さい黒 斑 を生 ず る.頭 頂 は か

な り黒 く,鼻 孔 が 明 らか に なつ た.

稚 魚(Fig.3C)孵化 後91日 の標 本 に よ れ ば,全

長21.8mm,体 長18.7mm,体 高2.9mm,頭 長

4.9mm,吻 長O.9mm,眼 径1.4mm,背 鰭 条 数12,

臀鰭条 数10,鯉 皮 条 数10(左)・8(右).

卵 黄 は吸収 され,吻 端 は少 し とが る.上 顎 の 後 端 は

眼 の後 縁 に まだ達 して い な い.脂 鰭 の分 化 が 始 ま り,

そ の後 部 に は黒 斑 が み られ る.総 皮 条,幽 門 垂 お よ び

総 把 はま だ よ く発 達 しな い.

天 然 稚 魚(全 長31,0㎜,Fig.3D)昭 和35f・1三6

月15日 に ヤ ンベ ツ川 で 採 捕 した4尾 に よれ ば,全 長

29.5～33.5mm,体 長24.4～28.4mm,体 高4.7～

6.0mm,頭 長7.1～8.1mm,吻 長0.8～i.3mm,

眼 径2.1～2.3mm,背 鰭 条 数12～13,臀鰭 条数12,

鰭 皮 条数9～11(左)・8～10(右),鰓耙 数2十9～

11=11～13,幽 門 垂 数20～23.

体 は よ く整 い,体 高 が 高 くな る.眼 隔 部 も広 くな り

や や丸 味 を帯 び る.鋤 骨 と口蓋 骨の 配 列 は逆U宇 型 を

な し,両 者 の 先 端 は はや や 離 れ る.鰓 弓 は 黒 くて,鰓



Fig. 3. Alevins and frys of S. miyabei. A, newly hatched alevin, 15. 1 mm in total 
length, fixed on January 20,  1960  ; B, alevin, 19. 6 mm, 49 days after hatching , parr 
marks appeared ; C, fry, 21. 8 mm, 91 days after hatching, yolk substances completely 
absorbed ; D, fry, 31. 0 mm, captured in Yanbetsu River on June 15, 1960.



耙もまだよ く発達せず数 も少 い.尾 鰭 の後縁は僅かに

叉入 し始め,各 鰭 はよ く発達す る.膜 鰭 は尾柄部に ま

だ残 る.鱗 は不 明瞭.

これ らの稚魚は,明 るい緩流の砂底に腹面をつ けて

静止 し,本 州の イワナ類の稚魚 と異 な り,物 蔭に潜む

習性は さほど顕著ではなかつた.

ここに述べた仔 ・稚魚の外観 を,木 村(1974)に よ

るアメマスS.leucomaenis(Pallas)の ものと比べ る

と,ミ ヤベ イワナは仔魚期にバ ーマー クを生 じ,黒 色

素胞が大 きくてまば らで,卵 黄吸収直後 の稚魚の脂鰭

が膜鰭 からまだ分離 しないなどの特徴を もつてい る.

しかし,今 回の仔 ・稚魚 はBlackett(1968)が,ア

ラスカか ら報告した降海性 オショロコマの ものに極め

てよ く似ている.

以上の結果 を要約す ると,ミ ヤベイ ワナの成魚 はオ

ショロコマよ りもやや鰭耙 数が多い.ま た,河 川性 オ

シ ョロコマの雄の成熟魚に もkype状 の二次性徴がみ

られ るが,ミ ヤベイ ワナは下顎が受 け口状にな り,さ

らに発達 したkypeを 形成す る.し か し,両 者の鰭耙

数の差異 はさほ ど大 きくはな く,ま た オショロコマの

降海型に も受け口状 のkypeが み られ ること(松 原,

1955;Morton,1965;Blackett,1968),し か も両者

の仔 ・椎魚が極めて類似す るこ とか ら,こ れ らの形態

的な違いはさほど顕 著とは言 い難 い.

このように,ミ ヤベ イワナ とオショロコマとは,成

魚の形態に多少の差異はあ りなが らも,仔 ・稚魚 も含

め ると両者は極めて似てい ることがわかつた.

この研究の指導 をされた九州大学の内田恵太郎名誉

教授,指 導 と原稿の校閲を頂いた同大学農学部の塚原

博教授 に心か ら感謝す る.ま た,現 地 調査にあた り有

益 な助言を された北海道 さけますふ化場調査課の疋 田

豊彦 博士,飼 育の便宜を図られた同場根室支場薫別事

業場の武田金太郎元場長,佐 藤行孝技官および原 田実

技官に深謝す る.
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                                 Summary 

   Salvelinus miyabei Oshima is a small salmonid fish attaining about 25 cm in total 

length and is restricted only in Lake Shikaribetsu in central Hokkaido. Some 30 

individuals of this fish were caught in Yanbetsu River which flows into this lake and



artificial insemination was carried out on October 30, 1959. These specimens quite resemble 
the  fluvial dwarf form of Dolly Varden, S. malma (Walbaum), in general characters, 
however, S. miyabei have somewhat more gill rakers and more developed `kype' than 
those of non-migratory S. malma. 

   The eggs of S. miyabei were measured 5,1,-5.6 mm in diameter. Hatching took place 
about 80 days or more at the water temperature of 6.5-3.6°C. The newly hatched 
alevins preserving 70 % alcohol were 15.0-16.3 mm in total length. About 50 days after 
hatching the alevins attained to the length of 19.4-20.8 mm. Two-thirds of yolk 
substances were consumed and parr marks were clearly visible on the body sides. Just 
emerged fry attained 21.8 mm. It took 3 months for the alevins to absorb yolk sac 
completely at the water temperature of 3.6- '7.1°C. It was difficult to distinguish the 

present alevins and frys from those of migratory S. malma reported by Blackett (1968)..


